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2Bp-2 消費者情報についての意識と行動

一中国と日本の大卒女性の比較－

○李　静゛　小川　育子¨　 （ 香゙川大院　̈ 香川大教育）

〔(社) 日本 家 政学 会

目的　中国では市場経済の発展に伴い，消費者問題の多様化･ 複雑化などが指摘されている。

これまで中国における消費者問題や消費者教育，消費者情報について報告してきた。本報では，

実際にどのように消費者情報を入手しているのか，消費者情報に対してどのような意識を持って

いるのかなど，消費者情報についての消費者の意識と行動についてを調べた。中国では，地域的

な格差，変化の早さなどから，大規模に調査を行う必要がある。しかし，今回は比較的同じ様な

社会構成員である20-30 歳代の大卒女性を対象にしたアンケートによる実態調査を行い, そのな

かでの消費者情報についての意識と行動を比較分析した。

方法　消費者情報への意識や消費行動について，質問紙自記調査法により，2000 年8 ～10 月

にアンケート調査を行った。中国では，中央民族大学卒女性を対象とし，割当法により配布回収

を行った。日本の調査対象者は香川大学教育学部卒女性に郵送により配布・回収を行った。有効

回答数は中国n  （有効回答率70.0% ）日本66   （同66.0% ）である。

結果　基礎的な生活知識は，中国で「テレビ」「家族」「新聞」，日本で「家族」「家庭科」

「テレビ」から得られており，新しい生活知識は，中国で「テレビ」「新聞」，日本で「雑誌」

「テレビ」であった。中国では，マスコミでの情報に対する信頼度および利用度とも高く，買い

物前にも「テレビ」「新聞」から情報を収集する人が多い。消費者情報や消費行動についての意

識について因子分析を行った結果，日本では「情報を求める」のは「新製品を購入する」のと同

一であったが，中国では「情報を求める」のと「新製品を購入する」のとは別に抽出された。

2Bp-3 高齢者および次世代高齢者における家電製品の評価性ストック情報について
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目的　我が国の社会は、急速に高齢化が進行し、家電製品はユニヴァーサルデザインの導
入が検討され始めているー方で、ハイテクを駆使した多機能タイプも登場している。先行

研究では、商品購入の二－ズは、生活者がそれまでストックしている商品情報（以下、ス
トック情報）により喚起されると報告されている。商品の善し悪しを判断する評価性スト
ック情報は、ニーズに影響を及ぼし、かつ加齢との関連が指摘されている。本研究では、
家電製品に対する評価性ストック情報を取り上げ、高齢者および次世代高齢者の実状を明
らかにし、さらに、これと家電製品のニーズとの関連を検討することを目的とする。らかにし、さらに、これと家電製品のニーズとの関連を検討することを目的とする。
方法　短大生の両親および祖父母を調査対象とした質問紙調査、文献調査、家電業界およ
び高齢者へのヒアリング調査により検討した。調査した家電製品は、カラーテレビ、電気

冷蔵庫など７品目、質問項目は、調査対象の属性、身体機能、家電製品の使用状況と問題
点、および取り扱い説明書の活用状況と問題点などである。
結果　評価性ストック情報として、家電製品の機能・操作、構造・表示の問題指摘率の結
果から、家電製品の普及開始時期および高齢者および次世代高齢者により、問題指摘の内
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果から、家電製品の普及開始時期お よび高齢者および次世代 高齢者により、問題指摘の内

容は異なってい た。ヒアリング調査から、単機能製品のみ使 用している高齢者の中には、

使い方を教えてもらえば、便利な多機能製品を使用したい とい う要望もあった。一般的に 、

他に相談相手 がい るとい う外部性の ストック情報は加齢とともに減少す る傾向があるた

め、外部性ストック情報を補完すべく支援していくことにより、内在している高齢者 の家

電製品に対する二－ズは顕在化し、高齢者 の生活 が積極的な方向に変化するこ とが示唆さ

れた。
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